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地域のNPOのインターネット
情報発信で活用すべきるツール
を必須度★１～３でまとめてみ
ました。
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参考：地域のNPOのインターネット情報発信

必須度：★★★
→ネットで情報発信するなら必要最低限押さえておきたい３つのツール
◎ホームページ・・・ネット上のパンフレット
掲載内容：組織情報、活動・サービス内容、活動実績、イベント情報など
更新頻度：年に4回程度、その他にイベント告知やニュースなどをタイムリーに
サイトの告知： 団体自身がパンフやメールで周知しつつ、検索ページからの流入
期待
備考：ブログがない場合は、活動報告もこまめに掲載

◎ブログ・・・ネット上の会報誌
掲載内容：日々の活動、イベント告知、イベント報告
更新頻度：週に三回で年間150記事を目指す

サイトの告知：団体自身が記事をアップしたら他のソーシャルメディアに流す、パ
ンフやメールで周知、検索ページからの流入期待、ホームページに新着記事を表
示し誘導
備考：ホームページがない場合は、組織情報などもしっかり掲載する
団体の活動の記録集、アーカイブとして活用するイメージ
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参考：地域のNPOのインターネット情報発信

◎地域のポータルサイト・・・地域の電話帳
掲載内容：団体情報、イベントや各種募集の告知、イベント報告
更新頻度：年に１回、団体情報を見直し、その他イベント開催にあわせて更新
サイトの告知：ポータルサイト運営者にがんばってもらう

備考：過去記事の閲覧や記事のカテゴリー設定などが難しいため、基本はブログ
で情報発信し、ポータルサイトに掲載するものはその中でも特に団体の概要がわ
かるものをポータルサイトに掲載する
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参考：地域のNPOのインターネット情報発信

必須度：★★
→情報発信・広報に余裕があれば、以下のツールからまずは一つずつ取り組み
たいもの
◎Facebookページ・・・リアルにつながっている人とのコミュニケーションツール

掲載内容：団体の雰囲気がわかる写真投稿、ブログ記事の紹介、お願い事項や
告知の投稿
更新頻度：1日1回
サイトの告知：団体自身がホームページのトップにFacebookページの表示パーツ
を掲載、メールで開設告知
団体スタッフによるFB友達への紹介、団体関係者がシェアをして周囲に知らせる、
記事の投稿の中でシェア依頼をして支援者にシェアしてもらう

備考：基本的に「いいね！」をして情報を見てくれる人はリアルの知り合いをイメー
ジ
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参考：地域のNPOのインターネット情報発信

◎Twitter・・・手軽な告知ツール
掲載内容：ブログ記事の自動連携、イベント告知、イベント中継
更新頻度：最低1日に1回、複数回の更新も可

サイトの告知：団体自身が積極的にフォロー、ハッシュタグの活用、ホームページ
のトップにTwitterのバナーやタイムライン掲載、団体スタッフや支援者に積極的
にRTしてもらう
備考：フォローしてくれる人をいかに増やすかが重要

◎メルマガ・・・会報誌のメール版
掲載内容：各種お知らせやイベントの報告、基本的にはHPやブログ記事へ誘導
更新頻度：月に１回or2回

サイトの告知：団体自身がホームページのトップに案内バナーを掲載、イベント参
加や寄付などのお礼メールからの誘導、団体関係者がリアルにあった人にご案
内
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参考：地域のNPOのインターネット情報発信

必須度：★
→ファンドレイジングや広く会員獲得をしたい時に取り組みたいこと
◎全国規模のポータルサイト・・・全国版のNPOの電話帳
掲載内容：団体情報
更新頻度：年に３回（会計年度当初、決算後、助成金申請時期）
サイトの告知：ポータル運営者にがんばってもらう
備考：CANPANやNPOヒロバなどのこと

◎YouTube・・・団体のCM動画
掲載内容：活動紹介、団体CM、イベント報告や活動報告のダイジェスト紹介
更新頻度：年間で2～12本のアップ
サイトの告知：団体自身がホームページのトップにYouTubeチャンネルを掲載、
アップロードしたらソーシャルメディアへ投稿

◎ブログのさらなる活用・・・専門性をアピール
掲載内容：代表者の思い・考え・提案、スタッフによる専門性のある記事
更新頻度：週に1回
サイトの告知：ソーシャルメディアでの拡散、検索ページからの流入

備考：団体ブログに記事カテゴリーでまとめて掲載するか、それ専用のブログを
開設する
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NPOが活用できるIT・Web
ツールの一覧です。

2013年3月作成のまとめ
NPO・NGO・公益団体が活用しているITツール・
サービス一覧（NAVERまとめ）

2013年9月にNPO×IT有志メンバーのまとめ
NPO設立／運用をスムーズに！ＩＴツールいろいろ
（初級、中級、上級編）
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参考：NPOが活用できるWeb・ITツール

ポータルサイト
・CANPAN
・NPOヒロバ
・NOPODAS
・NPORT
・NPO法人ポータ
ルサイト（内閣
府）
・自治体ポータル
・地域中間支援組
織ポータル
・テーマ型ポータ
ル

ブログ・HP
・CANPANブログ
・はてなブログ
・Tumblr
・地域系ブログ
・その他ブログ

Blogger、 Yahoo!、
アメーバ、FC２、
ライブドア
・ Jimdo
・WordPress
・Googleサイト

ソーシャルメディ
ア・動画
・Facebook
・Twitter
・Togetter
・Google+
・Mixi
・LinkedIn
・YouTube
・Ustream
・ニコニコ動画

コンテンツ・メール
配信・ML
・Googleマップ
・Googleカレン
ダー
・Slideshare
・Teachme
・Publishers
・まぐまぐ
・Benchmark 
Email
・Googleグループ

イシュー
・ Blabo!
・Change.org
・ TRAPRO

NPO・NGO・公益団体が活用しているITツール・サービス一覧
（NAVERまとめ）

http://matome.naver.jp/odai/2136219595681678101
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参考：NPOが活用できるWeb・ITツール

クラウドファンディ
ング
・JustGiving
・Readyfor
・FAAVO
・CAMPFIRE
・motion gallery
・COUNTDOWN
他多数

イベント・アンケー
ト
・Facebookイベン
ト
・こくちーず
・Googleフォーム
・PeaTiX
・ATND
・everevo
・フォームメーラ―
・Survey Monkey

グループウェア・
ネット電話等
・サイボウズLive
・SkyDesk
・チャットワーク
・yammer
・Backlog
・Dropbox
・Google Drive
・SkyDrive
・スカイプ
・Googleハングア
ウト

データベース
・MS Dynamics 
CRM
・Salesforce CRM

ボランティア・イベ
ント情報
・Yahoo!ボランティ
ア
・ボランティアプ
ラットフォーム
・ボランティアイン
フォ
・CANPANトピック
ス
・もんじゅ
・内閣府ボラン
ティアWeb

ソフト・PC寄贈
・ｔechsoup
・イーパーツ

オンライン決済
・CANPAN決済
・ Bokinchan
・ J-Payment
・PayPal
・GiveOne

ネット販売
・Stores.jp
・BASE（ベイス）
・ヤフオク
・DL-MARKET

ファイル送信
・三種類
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参考：NPO向けITツールいろいろ

日本財団CANPAN・NPOフォーラム第4回NPOxIT EXPO 秋のまと
め祭り～みんなで作る『NPOxIT虎の巻』（2013年9月）で参加グルー
プが作成したもの

ITって、全然詳しくないんだよね。でもIT使うといろいろ便利だと聞く
けど。 そうお悩みのNPOや団体関係者は少なくないはず。 そん
な方たちに、初心者向けITツールを目的別に紹介。

NPO設立／運用をスムーズに！初心者向けＩＴツールいろいろ
http://matome.naver.jp/odai/2137914148082860601

NPO設立／運用をスムーズに！ＩＴツールいろいろ（中級編）
http://matome.naver.jp/odai/2138089197498703301

NPO設立／運用をスムーズに！ＩＴツールいろいろ（上級編）
http://matome.naver.jp/odai/2138089641401621901

http://matome.naver.jp/odai/2137914148082860601
http://matome.naver.jp/odai/2138089197498703301
http://matome.naver.jp/odai/2138089641401621901
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NPOでブログを活用するため
のヒントをまとめました。
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×ブログを活用したいみなさまへ

CANPANブログ白書2012のダウンロードはこちら
http://blog.canpan.info/cpforum/archive/57

CANPAN事務局が選んだおススメブログの運営者81団体を対象にし

たアンケート調査をもとに、ブログの効果的な活用方法をまとめたも
のです。

おススメブログの一覧も掲載しています。まずは、同じ地域、同じ分野
の団体のブログをぜひ参考にしてください。
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×ブログ活用のための２１のヒント

１．ありのままの姿を伝える。 更新した人の顔が見える記事。 記事
でとりあげた対象者の人生や生活が垣間見える内容。

２．写真5枚とキャプション100〜200文字がこれからの活動報告の基
本。ブログに掲載することを意識して写真を撮影する。

３．記事のタイトルを工夫する。 ツイッターなどのソーシャルメディア
でつぶやかれた時に、必ず記事のタイトルとＵＲＬが表示される。

４．ブログをやっているなら、ツイッターやホームページへの自動連携
を行う。少ない労力で最大の効果を得るためにITを活用。

５．ＹｏｕＴｕｂｅなどの外部のソフトを利用する。

６．いろんなブログの使い方 ⇒団体ブログ、代表ブログ、スタッフブ
ログ、施設ブログ、 プロジェクトブログなど
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×ブログ活用のための２１のヒント

７．記事を書く人と、ブログにアップする人をわける。

８．ブログ更新を当番制にする。

９．パソコンを使えなくてもブログが出来る。手書きの原稿を誰かにア
ップしてもらう。

１０．会報誌でブログのおススメ記事を紹介する。

１１．会報誌の原稿や団体内の報告書をブログに流用する。

１２．団体の活動日誌として活用する。プロジェクトや団体の事業報
告書はブログの記事をもとに書くイメージ。

１３．ブログは半年くらい続けないと効果がない。

１４．アクセス数は自ら獲得するもの。最初はブログを立ち上げたこと
をどんどん宣伝する。
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×ブログ活用のための２１のヒント

１５．アクセス数をチェックして、どんな記事が読まれているのかを確
認する。人気のある記事を参考にして、次の記事を書く。

１６．カテゴリー設定を大事に。

１７．携帯やスマートフォンでも見やすいように。

１８．ブログは活動の堆積。一つ一つの記事は小さな発信力でも、
100以上の記事が集まれば大きな発信力となる。

１９．団体の組織を知りたい時はホームページ。今どんな活動をして
いるかを知りたい時はブログ。

２０．オープンになれば、ネットワークが広がる、応援者が増える。

２１．外部への発信だけなく、団体内の情報共有、教育にも活用でき
る。代表は理念や想いを伝えるツールとして活用。
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助成事業でのブログ活用

・組織内で積極的に情報共有を行う

・オープンにできることはオープンに

・進捗をブログで報告（内部の情報共有にも活用）

・マスコミに取材してもらいやすいきっかけを作り、プレスリリースを
発行する（その時にブログが見られる）

→事業の進捗時から積極的に情報発信することによって、事業と団
体に関して認知度を高める
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助成事業の進行中にブログを活用

→ブログに活動実績を蓄積していく

→キーワード検索を意識した記事作成を心がける

→ブログは助成機関関係者も含めた状況報告として活用する

→途中からプロジェクトに関わった人の情報共有のツールとする

→助成事業の事業報告書の元ネタとなることを意識して、ブログ記
事を作成する

→ブログに掲載することを意識した写真撮影を行う（特に写真は後
の事業報告書作成に活用出来る）

→ブログそのものが事業の成果となることを意識する
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CANPANブログの始め方
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CANPANブログ

無料で広告がつかないブログ

※広告が自動的に表示されるブログの

場合、趣旨に反した広告が表示され

てしまうリスクがある。

⇒CANPANブログの詳細はサイトをご覧ください。
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ブログの管理画面

メニュー表示

他のブログへ
の切り替え

初期設定は100MBですが、容

量がいっぱいになってきたら、
容量増加の依頼ができるボタン
が表示されます

無料で容量
アップします！
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①CANPANにユーザ登録

②団体登録

③団体ブログを開設

★団体に紐づいたブログを作ることができる。複数のユー
ザーで更新できる。

★ユーザ登録をするだけで、個人ブログを作ることも可能

※操作方法はヘルプを参照してください。

http://fields.canpan.info/help/
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CANPANブログの始め方

実際にサイトを
見てみましょう

http://fields.canpan.info/help/
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Facebookに関する、
ごくごく簡単な機能説明
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Facebookの特徴

Facebookの始め方

• 「実名＋メールアドレス」で登録

→漢字、ひらがな、ローマ字など

※基本的にアドレス帳の共有はしない

• プロフィール

→「自分」ということがわかるように記入

→各項目をしっかり入力すると見つけてもらいやすい

→セキュリティ設定で公開の範囲をよく考える

→プロフィール画像も忘れずに（ネットワークを広げるなら顔写真）
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Facebookの特徴

Facebookの使い方

• 友達を探す

・名前で検索（漢字、ひらがな、ローマ字）

・友達の「友達リスト」から探す

・プロフィールの共通点で検索

• Facebookが友達らしい人をおススメしてくれる

• 知り合いを見つけたら友達申請をする

・基本的にメッセージをつけて

・基本的に実際にあったことのある人を対象に

• 友達申請が来たら、プロフィール等を確認して、承認する

・知らない人は基本的に無視
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Facebookの特徴

Facebookの使い方

• 自分で発信する

・近況アップデート（文章書いたり、URLやYoutubeを紹介）

・写真や動画

→他の人に軽く伝えたい or しっかり伝えたい

→公開範囲の設定（投降ごとに/友達からオープンまで）

• 友達の発信を見る

→最初はみんなの発信を見ることから
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Facebookの特徴

友達とのコミュニケーション

• いいね！

→軽い気持ちで「いいね！」をクリック

• コメントする

→特に何か言いたい時はコメントに記入

→自分のものにコメントがあったら、コメントで返す

• シェア

→自分の友達に伝えたい情報があったらシェア

• 相手（自分）に、「いいね！」「コメント」「シェア」のお知らせが行く
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Facebookの特徴

その他のよく使う機能

• 最近のWebサイトに必ずついている「いいね！」ボタンと、コメント入力欄を使
用すると、自分の発信としてFacebookに自動的に書き込まれ、友達に情報を
伝える

• メールのようなメッセージ

→データの添付も、複数の相手に送るのも可能

• Facebookイベント

→主催者としてイベントを立ち上げて参加申込を受け付ける

→参加者として手軽に参加申込ができる

→友達を招待したり、友達に招待されたり

→誰が参加するか事前にわかる

→イベント後、参加者と友達に簡単になれる



×

29

Facebookの特徴

その他のよく使う機能

• Facebookグループ

→いわゆる「コミュニティ」機能

→参加者として、運営者（主催者）として、どちらでも利用可能

→友達を招待する機能がある

→公開から非公開まで設定することが出来る

• Facebookアプリ

→Facebookをさらに便利にするソフト

→でも、迷惑アプリもある（友達からのアプリ・リクエストに注意）

→個人情報の流出に気をつける
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Facebookの特徴

団体として使う機能

• Facebookページ

→Facebook内に団体のホームページを持つことができる

→公式サイト、ブログ、Youtubeなどのポータルサイト

→スタッフの顔の見える情報発信や裏話など

→支援者を一緒に参加するコミュニティサイト

• Facebook広告

→プロフィールの属性（年齢や性別、居住地、関心事など）で抽
出した人にピンポイントで広告を出すことができる

→クレジットカードがあれば誰でも簡単に広告を出せる
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Facebookで拡散してもらう

• 自分の投稿をシェアをしてもらう

• Facebookイベントをシェアしてもらう

• Facebookイベントで「参加」ボタンを押してもらうと、その友達向け
に自動的に投稿される

• 団体のことを話題にしてもらうにはイベントやキャンペーンが大
事

• 拡散してもらうには「お願い」が大事

• ホームページやブログにFacebookボタンを設置して、投稿をして
もらう
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Facebookページの活用

• Facebookページは以前「ファンページ」だった。ブランドや企業な
どのファンの交流の場として、ファンが勝手に立ち上げたコミュニ
ティだった。

• Facebookページに集まる人を考える
①その組織やブランドのファン（支援者）→コミュニティサイト
②○○な情報を知りたい人→メディア

• NPOのFacebookページの場合、ターゲットは誰か？

ー受益者向けか、支援者向けか？

－国際協力などの場合、支援者向けということで運用しやすい。

• Facebookページにどう来てもらうかの導線を考える

• 個人としての使用感がないと、Facebookページは運用できない。
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Facebookページの活用

企業 地域のお店 NPO

ターゲット層 生活者 地域住民 一般市民

「いい！」して
いる人のコア
層

ブランドのファン お店のお客さん スタッフの友達
支援者
イベント参加者

「いいね！」獲
得の手法

ホームページ経由
キャンペーン

Facebook広告
ホームページ経由
店舗チラシ・ポスター

ホームページ経由
スタッフの投稿
口コミ
イベント参加

投稿の内容 お得な情報
ここだけの情報
面白い情報
コミュニケーション

お得な情報
お店からのお知らせ

親近感を持ってもら
えるような情報
参考になる情報

共感を呼ぶ情報

親近感を抱かせ
る情報

社会課題を伝える
情報
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NPOがFacebookを活用する
ための新基準
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NPOのFacebookに関する新基準

Facebookは「団体と個人」「メディアとツール」のマトリックスで考える

団体
メディア
■Facebookページ
◇オリジナルコンテンツ（他のサイトに掲載されていないFB独自の内容）
◇二次使用コンテンツ（HPやブログへのリンク）
◇コミュニケーションコンテンツ（質問などFB上でコミュニケーションするもの）
◇告知コンテンツ（イベントや寄付などの告知）

ツール
■Facebookイベント（※）アプリ使用
■団体スタッフの個人アカウントによるFacebookイベント
→告知・出欠管理・事前情報・報告・コミュニケーション
■団体スタッフの個人アカウントによるFacebook投稿
→情報拡散
■団体スタッフの個人アカウントによるFacebookページの投稿シェア
→情報拡散・FBページの周知

（続く）
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NPOのFacebookに関する新基準

団体
ツールの続き
■団体スタッフの個人アカウントによるFacebookグループ開設
◇組織内部・ボランティア用
→情報共有・ディスカッション
◇支援者・ファン用
→ネットワーク・コミュニケーション
■Facebook広告
→Facebookページの告知・自サイトやイベントの告知
■公式サイトの「いいね！」ボタン設置
→情報拡散
■Facebookアプリ
→キャンペーン

【参考情報】
ソーシャル・カンパニー（市川裕康さん）
Facebookの投稿がますます表示されにくくなっている？問題を克服する方法
http://www.socialcompany.org/2013/12/09/facebook_organicreach_decline/
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NPOのFacebookに関する新基準

個人
メディア
■Facebookウォール
→自己ブランディング

ツール
■Facebookウォール
◇プライベート投稿
→コミュニケーション・ネットワーク
◇仕事に関する投稿
→団体広報
◇閲覧
→情報収集

（続く）
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NPOのFacebookに関する新基準

個人
ツールの続き
■Facebookイベント
◇プライベートのイベント主催
→コミュニケーション・ネットワーク
◇イベント参加
→ネットワーク・情報収集
■Facebookグループ開設
→自己ブランディング・ネットワーク・団体広報
■Faccebookグループ参加
→情報収集・ネットワーク・団体広報
■Facebookメッセージ
◇業務用メール
◇団体に関する個別依頼
◇プライベート用メール



×

ソーシャルメディアの始め方と、
ごくごく基本的な注意点

39



×

①とりあえず、登録する → やってみないとわからない

②まずは個人としてやってみる

③最初は情報収集から、慣れたら情報発信

④参考になる団体を見つけ、情報発信の仕方を研究する

⑤いろいろ試した上で自分の団体に合うかどうかを考える

⑥始めるのは簡単だが、効果的に活用するのは努力

ソーシャルメディアを始める！
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注意点

ふだんのコミュニケーションでOK。ただし、誤解を招きそう
なことはわざわざつぶやかない。

団体全体で活用していこうという機運を高める。

情報発信を意識した積極的な写真撮影と、事前の撮影
許可の確認。

効果測定をしながらの運用。

41

実践ソーシャルメディア
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気をつけること

• 自分の個人情報をどこまで公開するか

• 他人の個人情報に気をつける

• 公開の範囲をよく考える

• 発言は広く公開されているということを意識する

• 短い文章の発信なので、誤解されることもある

• どんなツールでも人が多く集まれば悪意を持って使用する人が
出てくる

⇒インターネット、ソーシャルメディアだから、気をつけるこというより、
一般的にコミュニケーションとして気をつけること。

ただ、インターネットだと、広がりの規模と速さが想像以上！



×

ファンドレイジングと情報発信
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ファンドレイジング（資金調達）の意義

しなければならない情報発信

⇒地域や分野の状況を伝える

⇒メディアとしての機能

したい情報発信

⇒団体のために

⇒資金調達、集客などのツールとしての情報発信

★資金調達のための情報発信について、ご紹介します
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100年前のファンドレイジング

石井十次（宮崎県出身）

慶応元年（1865年） - 大正3年（1914年）
日本で最初に孤児院を創設した人物で、
「児童福祉の父」と言われる。

明治15年（17歳）、岡山県の医学校に入学し、医者をめざします。 明治22年、児童福祉・
教育に専心する決意をし、医書を焼き、医学校を退学してしまいます。石井十次23歳の時
です。

明治24年、名古屋地方を襲った濃尾地震による被災児93人を救済、明治39年には、東北
地方一帯の冷害による被災児救済により、施設児童数は1,200名に達します。施設内に幼
稚園、学校も作り、一貫した養育・教育を行いました。

明治27年頃から石井十次は、宮崎県西都市茶臼原で「自然・労作」教育をやろうと決意し
ます。そして、岡山から宮崎へ大移住をします。塾舎、学校などもことごとく解体し、船で運
びました。

石井十次は、大正3年、志なかばにして倒れました。49歳でした。

～石井十次記念友愛社HPより～



×
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100年前のファンドレイジング



×
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100年前のファンドレイジング

「これからの１０年間は社会進出の時代
だ。 孤児救済の応援をしてもらえるよう
に、社会に出て訴えていく。」（1898年）

・全国の駅に募金箱を設置

・孤児たちの音楽隊を結成し、全国巡業

・市民から実業家、華族まで、幅広い層
に対して寄付集め

★左の写真は、駅に設置されていた募
金箱。前のシートの写真はこの募金
箱の上に設置されていた。
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本気のファンドレイジング

岡山孤児院（1200名の孤児）

1ヶ月一人5円の生活費（現在なら月6,000万円の運営費）
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ファンドレイジング（資金調達）の意義

資金調達を通じて増やしたいもの

• お金

• 支援者

• 理解



日本財団CANPAN

クラウド時代のドナー前方後円墳
寄付者、参加者のSNS上の知り合いにどうリーチするか？

寄
付者

参加者

潜在層

寄
付
者

参加者

潜在層

SNS上 の知人

クラウドファンディング
Readyforを見てみましょう！
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ネット上のファンドレイジングの新基準

オンラインでも、 『誰かにお金をくださいと頼むこと』、そして『ありが
とうと伝えること』というゴールデンルールが大事

⇒明確に「お願い」しないとシェアが生まれない

⇒「お願い」「お礼」の他に、「中間報告」

キャンペーンやイベント化しないと口コミがうまれにくい

⇒話題にしやすいきっかけを意識的に作る

ワクワク感や一生懸命さはネット上でも伝わる

⇒その上で、お願いすることが効果的
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ネット上のファンドレイジングの新基準

オープンな投稿と、個別のお願い

⇒特にお願いしたい人には個別メッセージ

⇒但し、選択肢を提供（寄付やイベント参加、拡散など）

団体としてのお願い、個人としてのお願い

⇒公式には団体として出し、個別には個人としてお願いする

（手紙の手書きメッセージと同じ感覚）

ホームページのデザインと構成の検証と改善

⇒ホームページ上の寄付ページへの導線と決済画面の検証を行う
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新基準の実行するために・・・

ネット上の声を聞いて、反応する

（Twitterの検索、Yahoo！のリアルタイム検索）

情報発信は漢方薬である

ソーシャルメディアの「土台」を作っておく
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ネット上の「土台」づくり

O2O「オンラインとオフラインの融合」

⇒ソーシャルメディアとスマートフォンの進化

デジタルからリアルへ or リアルからソーシャルメディアへ

⇒流れをつくることで関係が強化される

マルチ戦略

⇒普段はソーシャルメディア、たまにメルマガやイベント

⇒一人ではなく複数のスタッフが支援者と知り合いになる

団体のファンづくり、個人のネットワーク作り



×

ホームページ、ブログ、
Facebook、Twitterを見直す
時に参考資料として活用してく
ださい。
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参考：ホームページ：団体

サービス別の情報

対象者別の情報

団体の予定

ーーーーーーー

団体基本情報

団体のアーカイブ

団体の歴史と実績

ーーーーーーー

代表者の思い

団体の理念

ーーーーーーー

団体のネット情報のポータルサイト

知りたい情報がすぐわかる

団体の信頼

検索より詮索

あって当たり前

寄付の導線

ーーーーーーー

【よく聞くツール】

Jimdo

WordPress
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参考：ブログ：団体スタッフ

日々の活動の紹介・記録・報告

活動から見えてきたこと

活動と思いと考え

ーーーーーーー

働いている人が想像できる

サポートしている人が想像できる

人と組織の成長物語

ーーーーーーー

組織としての専門性

活動の専門性

分野や地域の参考情報

共感 ワクワク感

信頼感

ためになる感

人が感じられる記事

団体の今を感じる

ーーーーーーー

写真を中心に

たまに「重い記事」も

記事の蓄積が検索対策

ーーーーーーー

【よく聞くツール】

CANPANブログ

はてなブログ、WordPress
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参考：ツイッター：団体/個人

【公式アカウント】

イベントの情報

中継

積極的なコミュニケーション

ブログの新着

分野の話題

お礼と報告

【代表or事務局長】

思いや考え

分野の話題へのコメント

人が集まるところに出す

情報拡散

ーーーーーーー

継続的な発信

タイムマネジメント

各種ツールの活用

ーーーーーーー

【よく聞くツール】

クライアント（PC/スマホ）

Twilog

Togetter

予約投稿



×

59

参考： facebook ：団体スタッフ

写真軸の発信

スナップショット

活動写真(アルバム）

イベント写真(アルバム）

舞台裏

ーーーーーーー

速報のお礼と報告

お願い（キャンペーン）

ーーーーーーー

分野の話題

リアルタイム

団体のことに興味を持っている
人への発信

人の顔の見える発信

コミュニケーション

ーーーーーーー

タイムマネジメント

いいね！コメントしやすいもの

ーーーーーーー

グループ、イベントの活用

ーーーーーーー

【よく聞くツール】

？
NPOなら、スタッフ個人の
ネットワークの強化と活用



NPOが活用できる
Webサービス「CANPAN」

日本財団CANPAN
2014年3月1日



見えないものを可視化する。
Share the CANPAN. Share the knowledge . Share the future.



参加者がほしい 仲間がほしい

信用って

寄付があれば

助成金がほしい

伝えたい 見習いたい

見つけてほしいノウハウを
知りたい



今、ほしいものは、
目の前にないもの

それをCANPANで
手に入れる



仲間がほしい

信用って

寄付があれば

助成金がほしい

伝えたい 見習いたい

見つけてほしいノウハウを
知りたい

参加者がほしい





仲間がほしい

信用って

寄付があれば

助成金がほしい

伝えたい 見習いたい

見つけてほしいノウハウを
知りたい

仲間がほしい

参加者がほしい





多くの人が
集まっている場所で

告知する



CANPAN トピックスで告知する

1. 元の文章があれば、わずか５分で登録可能

2. ５つのカテゴリーから選ぶ
○イベント・セミナー情報 ○ボランティア募集
○物品提供情報 ○ソーシャル・プロダクツ ○その他

3. 「イベント・セミナー情報」「ボランティア募集」は自動的に
Yahoo!ボランティアで表示





仲間がほしい

信用って

寄付があれば

助成金がほしい

伝えたい 見習いたい

団体データベースが
ほしい

ノウハウを
知りたい

伝えたい

参加者がほしい





「今」を伝えることが
共感を生む

「今」の蓄積が
団体の実績となり
信頼を育む



CANPAN ブログで伝える

1.ブログはNPOが活動をしっかり伝えるために最適なツール
・検索サイトで見つけてもらいやすい
・活動の記録をアーカイブしやすい
・ネット上のストック情報
・スマホ対応もされている

2. CANPANブログは、無料なのに、広告がつかない

3.個人でも、団体でも、ブログ開設可能



仲間がほしい

信用って

寄付があれば

助成金がほしい

伝えたい 見習いたい

見つけてほしいノウハウを
知りたい

信用って

参加者がほしい





私たちは・・・で、
これまでに・・・をやってきて、
現在・・・をやっています

団体の信用を高める３つのポイント
①団体情報で「私たち」を開示する
②ブログの過去記事で「これまで」の活動をアーカイブする
③ブログの更新で「現在」の活動を発信する



CANPAN 団体情報で開示する

1.助成金申請書に関する調査分析による項目設定
◇ 91機関133の助成プログラムを対象にして、IIHOE「2009年助成申請書の団体基礎
情報に関する、地域規模・全国規模助成の比較調査報告書」を参考

2.新しい公共支援事業／標準開示フォーマットにも対応

3.情報開示レベルで積極的に情報開示していること表示
◇入力した項目や、事業報告書などの添付ファイルの有無によって、★１～５で情報
開示のレベルを表示

4.社会のために役立つことを行っている団体であれば、法人格
を問わず、登録可能



仲間がほしい

信用って

寄付があれば

助成金がほしい

伝えたい 見習いたい

団体データベースが
ほしい

ノウハウを
知りたい

ノウハウを
知りたい

参加者がほしい





CANPAN・NPOフォーラムに参加する

1. 情報発信、IT活用、助成金などNPOの組織運営に欠かせな
いテーマで開催

2. 講義形式やワークショップ、ディスカッション、分科会、アイデ
アソンなど多彩な形式で

3. 意識の高い参加者同士によるネットワーキング



仲間がほしい

信用って

寄付があれば

助成金がほしい

伝えたい 見習いたい

見つけてほしいノウハウを
知りたい

寄付があれば

参加者がほしい





お願いしないと始まらない

手軽に寄付ができる
仕組みを用意する



CANPAN 決済サービスを利用する

1.クレジットカードで寄付・会費集めができるサービス

2. インターネット上で安心・便利・低コストで実現

3. 条件は①情報開示レベルを★5に、②活動実績1年以上
◇但し、カード会社による審査によっては、利用できない場合もあります。



仲間がほしい

信用って

寄付があれば

助成金がほしい

伝えたい 見習いたい

団体データベースが
ほしい

ノウハウを
知りたい

見習いたい

参加者がほしい





発信上手な団体の
手法や内容を見習う

それが情報発信力を高めるテクニック



CANPAN メルマガを購読する

1. CANPAN運営事務局が発行するオフィシャルメールマガジン
「cocoCANPAN」

2. CANPANの利用・活用方法やみなさんの公益活動のヒントに
なる情報を定期的にお届け（月2回）

3. CANPANにユーザー登録すれば誰でも無料購読可能

4.バックナンバーは以下のURLから閲覧可能
http://fields.canpan.info/newsletter/



仲間がほしい

信用って

寄付があれば

助成金がほしい

伝えたい 見習いたい

見つけてほしい
ノウハウを
知りたい

助成金がほしい

参加者がほしい





徹底的に
いろいろな助成制度の

情報を見る



CANPAN 助成制度データベースを活用する

1.公益活動で活用できる、全国規模、あるいは広域規模の約
350の助成プログラムを掲載

2. 助成機関のサイトを定期的（ほぼ週に1回）に巡回し、タイム
リーな助成情報を掲載

3. データベース形式なので、多彩な項目で検索可能
◇既に募集を締め切った助成制度も検索できるので、「8月に募集を行っている助成金」
という条件で検索し、次の申請の準備も早めにできる



仲間がほしい

信用って

寄付があれば

助成金がほしい

伝えたい 見習いたい

団体データベースが
ほしい

ノウハウを
知りたい

見つけてほしい

参加者がほしい





積極的に情報開示し、
活動を行っている

約1万3千の公益活動団体の
団体情報データベースとして

CANPANが活用されている
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CANPANサイトのアクセス数（ブログを除く）
※季節変動が少ない11月～1月で比較

-

PV/月



CANPANサイト
サイト訪問者数： 61万人/月
ページ閲覧数： 197万PV/月
ユーザ数： 36,059人
団体登録数： 12,854団体
ブログ数： 10,775ブログ

CANPANオンライン決済サービス
利用団体： 174団体
寄付実績額： 月平均 約1,480万円

年間1億7,700万円（見込み）
寄付累計額： 約5億2千万円（2013年11月時点）

※2013年11月の実績



CANPAN連携地域：15道府県、1地域
北海道、宮城県、栃木県、千葉県、新潟県、京都府、南大阪、和歌山県、
島根県、岡山県、広島県、山口県、佐賀県、大分県、沖縄県、八王子市

CANPAN連携団体・プロジェクト：6団体
チャリティ・プラットフォーム、ソーシャル・デザイン・ファンド、
オンパク・ジャパン、被災地公園プロジェクト、日本財団ママプロ、
預保納付金プロジェクト

CANPAN連携サービス：３サービス
Yahoo!ボランティア、Yahoo! Links for Good、チャットワーク



参加者がほしい
http://fields.canpan.info/topic/

仲間がほしい
http://fields.canpan.info/topic/

信用って
http://fields.canpan.info/help/organizat

ion1.html

寄付があれば
http://blog.canpan.info/fund-raising-

support/

助成金がほしい
http://fields.canpan.info/grant/

伝えたい
http://fields.canpan.info/help/blog

1.html

見習いたい
http://fields.canpan.info/newsletter/

見つけてほしい
http://fields.canpan.info/organization/

ノウハウを
知りたい

http://blog.canpan.info/cpforum/





今すぐ、CANPANへ

http://fields.canpan.info/


